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　再使用禁止

医療機器認証番号:220AABZX00331000

機械器具　74　医薬品注入器 

管理医療機器　　ポンプ用経腸栄養注入セット　　70376000

ニプロＣＰチャンバーセットＥＮニプロＣＰチャンバーセットＥＮ
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【禁忌【禁忌・禁止】禁止】

  1.再使用禁止

【形状・構造及び原理等】【形状・構造及び原理等】

1.形状・構造

本品は、バッグ、チューブ、トラップ、ＣＰコネクタ、ローリ

ングチューブ、ローラークランプ、オス/メスカテーテルコネ

クタ等から構成されている。

1)バッグ付タイプ

2)バッグなしタイプ

2.材質

ポリ塩化ビニルの可塑剤はトリメリット酸トリ-2-エチルヘキシルで

ある。

【使用目的又は効果】【使用目的又は効果】

胃若しくは腸に栄養を投与すること。

【使用方法等】【使用方法等】

1.使用方法

1)本品のローラークランプ、又はチューブクリップでチューブ

を閉塞します。

2)経腸栄養剤を充填します。

(1)バッグ付タイプの場合は、スリットに指を差し込み、バッグを

開いてから経腸栄養剤を充填します。（図1参照）

経腸栄養剤を充填後、ジッパーの表と裏を指で押しつけるよう

にしながらバッグをしっかりと閉じます。（図2参照）

(2)バッグなしタイプの場合は、メスカテーテルコネクタ、又

はゴム管に経腸栄養用容器、又は経腸栄養注入セットを接

続して経腸栄養剤を充填します。
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3)チューブを開放し、空気を追い出すようにして、チューブ及
びトラップ、又はフローチェッカー内に経腸栄養剤を満たし
ます。ただし、トラップとフローチェッカー内には転倒して
も流出しない空気が残ります。

4)チューブを閉塞し、輸液ポンプの使用方法に従って本品を輸液
ポンプにセットします。

5)チューブを開放し、輸液ポンプの注入量を正しく設定します。
6)本品のオスカテーテルコネクタをカテーテル等に接続し、輸液

ポンプを始動させ、投与を開始します。
7)使用後は感染防止に留意して、安全な方法で廃棄します。

2.組み合わせて使用する医療機器
下記に記載の輸液ポンプと組み合わせて使用します。
1)販売名：ニプロキャリカポンプ　CP-330

承認番号：21400BZZ00535000
2)販売名：ニプロキャリカポンプ　CP-300

承認番号：08B 0186

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞
1.本品はニプロキャリカポンプ CP-330及びニプロキャリカポンプ

CP-300専用のポンプ用経腸栄養注入セットであるので、他の輸
液ポンプは使用しないでください。

2.バッグに容量を超える量を充填しないでください。［バッグの
破損及び液漏れのおそれがあります。］

3.経腸栄養剤を充填する際は、不溶解物等がないことを確認して
ください。［流路内で詰まり、投与ができなくなるおそれがあ
ります。］

4.経腸栄養剤を充填した後は、落下菌混入等を防ぐためにすぐに
バッグを閉じてください。

5.バッグの目盛りは目安として用いてください。
6.経腸栄養剤によっては一滴あたりの点滴量が異なるおそれがあ

ります。
7.充填後のバッグは必ず吊して使用し、横転等は避けてくださ

い。［ジッパーから液漏れのおそれがあります。］
8.チューブと硬質部材（オス/メスカテーテルコネクタ等）との

接合部付近でローラークランプ及びチューブクリップを操作し
ないでください。［チューブが噛みこまれ、破損のおそれがあ
ります。］

9.ローラークランプ操作時は、ローラーに対して斜め方向に力を
加えないよう注意してください。［ローラーが破損、又は脱輪
するおそれがあります。］

10.チューブセット時は、チューブに折れ、つぶれ、たるみがない
こと及び上下のチューブ溝、フィンガー部、チューブガイド、
各種検出部、チューブクランプ部にチューブが正しくセットさ
れていることを確認してください。［過大注入、過小注入や未
投与等のおそれがあります。］

11.本品に経腸栄養剤を充填した状態での長時間の保管及び投与の
中断は避けてください。［ローラークランプ、又はチューブク
リップの開放後もチューブが変形、閉塞したままになり投与が
できなくなる、内圧上昇による破損、経腸栄養剤の汚染等のお
それがあります。］

12.チューブハンガは用途に応じて使用してください。（図3参照）
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【使用上の注意】【使用上の注意】

1.重要な基本的注意

1)本品は誤接続防止ポンプ用経腸栄養注入セットとして接続部

にオス/メスカテーテルコネクタを採用しているため、ルアー

テーパへの無理な接続や別用途には使用しないこと。

2)使用中は本品の破損、接合部の緩み及び栄養剤等の漏れ等に

ついて定期的に確認すること。

3)脂肪乳剤及び脂肪乳剤を含む医薬品等、ヒマシ油等の油性成

分、界面活性剤又はアルコール等の溶解補助剤などを含む医

薬品等を投与する場合及びアルコールを含む消毒剤を使用す

る場合は、コネクタのひび割れについて注意すること。［薬

液等により延長チューブ等のメスコネクタにひび割れが生じ、

血液及び薬液漏れ、空気混入等の可能性がある。特に、全身

麻酔剤、昇圧剤、抗悪性腫瘍剤及び免疫抑制剤等の投与では、

必要な投与量が確保されず患者への重篤な影響が生じる可能性

がある。なお、ライン交換時の締め直し、過度な締め付け及

び増し締め等は、ひび割れの発生を助長する要因となる。］

4)ひび割れが確認された場合は、直ちに新しい製品と交換する

こと。

5)本品の使用限度圧は140kPaであるので、注意すること。

6)長時間投与する場合は48時間以内に新しい製品と交換するこ

と。

7)経腸栄養剤の温度は70℃以下にすること。［本品の耐熱温度

が70℃までしか保証されないため。］

2.不具合・有害事象

1)その他の不具合

(1)本品の破損

(2)接続部の緩み、外れ

(3)液漏れ

【保管方法及び有効期間等】【保管方法及び有効期間等】

1.保管方法

水ぬれに注意し、直射日光、高温多湿を避けて保管すること。

2.有効期間

包装の使用期限欄を参照のこと。

有効期間：滅菌後3年（自己認証による）

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

製造販売（お問い合わせ先）

ニプロ株式会社

電話番号：06-6372-2331（代表）

製造

ニプロ医工株式会社


